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第１章  一般事項 
 
１．適用範囲 
  この特記仕様書は、志摩市上下水道部水道工務課（以下「発注者」という。）が発注する次の

工事に適用することとし本特記仕様書に記載のない事項については、三重県公共工事共通仕様

書（以下｢共通仕様書｣という。）に準拠する。 
 
 （１） 工 事 名  令和 元年度 国府安乗配水池緊急遮断弁更新工事 
 （２） 工事場所  志摩市阿児町国府１５９２番地２６ 国府安乗配水池 
 （３） 工  期  契約日から令和２年２月２８日 
 
２．適用規格及び法規等 
  受注者は、本工事の施工にあたっては、設計図書、本特記仕様書、日本水道協会発行「水道

工事標準仕様書(設備工事編)」、（一財）下水道事業支援センター発行「電気設備工事一般仕様書・
同標準図」、「機械設備工事一般仕様書」、「機械設備標準仕様書」、（以下「一般仕様書・標準図」

という。）「電気設備工事必携」、「機械設備工事必携」（以下「工事必携」という。）及び本工事

に関する諸法令、条例及び規格に基づくものとする。 
 
３．システム設計 

 システム設計とは、設計図書に基づく確認・検討・調整等及び関連する他工事との取り合い 

確認を経て、施設に合った最適な機器・材料を選択し、システムとしての組合せを行い、最終 

的に据付けるまでに係る技術的な検討をいい、受注者は、土木・建築等の構造物、機械設備・ 

電気設備等の事前調査を十分に実施したうえ、設計図書により当該工事の設計意図を充分把握 

し、最適なシステム設計を行い、監督職員に提案・承諾を得る。なお、機器及び材料の選定に 

当たっては、下記の内容に留意すること。 

 

１）将来の廃棄時における再資源化等、環境への影響を考慮する。 

 ２）日本国内で調達可能なものを選定する（海外製品を含む）。 

 ３）原則として、納入後の機器の修理、部品取替などに支障のない機器を採用する。 

 

４．施工管理 

 受注者は、施工計画書を遵守した工事施工にあたること。また、工事の詳細については施工 

要領書にて補完すること。 

  受注者は、設計図書に適合するように工事を施工するために、熟練した技術者及び作業員を 

派遣するとともに、自らの責任において、施工管理体制を確立すること。 

  受注者は、自らの責任と費用において、一般仕様書・標準図及び工事必携により施工管理を 

行い、その記録及び関係書類を作成、保管し、監督職員等の要請があった場合は直ちに提示す 

るとともに、検査時に提出する。 

ただし、一般仕様書・標準図及び工事必携に定めのない事項又は施工条件等により、これら 



によりがたい場合には、監督職員と協議のうえ、施工管理を行う。 

  受注者は、発注者の設備を操作するにあたっては、発注者の許可を得てから操作すること。 

 

５． 安全管理 

受注者は、高所作業又は高、低圧充電部に近接して工事を行う場合は、あらかじめ保安上の 
必要な処置、緊急時の応急処置等について、常に監督職員と協議を密にし、必ず安全具、保護

具等を着用して作業する。 
受注者は、作業に先立ち、次項について監督職員と協議し、必要により標示等の処置を行う。 

 
１）開閉器類の操作禁止標示 
２）作業区域標示と立入り禁止処置等 
３）機器の取扱注意標識 
４）その他必要な処置 

 

６．衛生管理 
 受注者は、浄水場等水道施設において作業に従事させる者について病原体がし尿に排せつさ 

れる伝染病の患者または病原体の保有者でない者とし水道法第２１条第２１項の規定に定めら

れた健康診断（検便）を実施し、証明書（有効期限６カ月以内）を事前に監督職員へ提出する

こと。なお、下請業者の作業員についても同様とする。 

 

７．瑕疵 

 発注者は、工事目的物に瑕疵があるときは、受注者に対して相当の期間を定めてその瑕疵の

修補を請求し、又は修補に代え若しくは修補とともに損害の賠償を請求することができる。 

なお、設備工事等の場合、引き渡し又は部分引き渡しを受けた日から１年以内に行わなけれ

ばならない。ただし、その瑕疵が受注者の故意又は重大な過失により生じた場合には、当該請

求を行うことのできる期間は１０年とする。 

瑕疵には、仕様に示す機器類単体の機能、性能及び設備のシステム設計に起因する支障を含 

み、機能性能、耐用及び既設設備との協調を含めた一切の責務を受注者が負うものとする。 

 

８．部分使用 

  発注者は、工事の一部が完成した場合に、その部分の検査（監督職員による品質及び出来形

等の検査又は段階確認等の機能試験）を行い、合格と認めたときは、その全部又は一部を受注

者の書面による同意を得て使用することができる。 

  ただし、使用部分の維持管理は、発注者及び受注者が協力して行う。風水害にかかる対策、

その他施工計画書に記載されている防護措置及び養生は受注者の責により行う。 

  この部分使用開始から完成検査後の引き渡しまでの間に合格部分に生じた損害の補修費用は、

原則として受注者が負担するが、発注者の責による損害がある場合は、協議のうえ責任範囲を

決定する。 



９．工事目的物の引渡し 

発注者の行う完成検査に合格し、その完成を認定した日をもって完了とする。 

なお、原則として完成検査は工期内に行うものとする。 

 

１０．関係官公庁等への許可申請 

  関係諸官公庁、電力会社等に対する諸手続きは、すべて受注者が本工事内で行う。 

 

１１．現場発生品 

既設機器等の撤去及び部品取替等に伴い発生する建設副産物（機器を請負者の工場等に搬出 

し改良、補修等を行う場合で、部品取替等により発生する有価物及び廃棄物を含む。以下「発

生品」という。）は、品名、形状及び数量を確認し、「発生材報告書」を作成して監督職員に提

出する。発生品は、水道工事標準仕様書（設備工事編2010）「1.5.2建設副産物の処理」に従い

適正に処理すること。 

 

１２．火災保険等 

  受注者は、本工事に係る工事目的物、機器及び工事材料等について火災保険等（組立保険） 

に加入しその保険証書の写しを監督職員へ提出すること。 

 

１３．疑義 

本工事において疑義が生じた場合は、発注者と受注者が協議のうえ決定する。 

 
第２章  工事概要 
  
本工事は、国府安乗配水池の緊急遮断弁設備更新に伴う機械及び電気計装設備工事を施工す

るものである。関連する機器の製作、据付、配線工事、試運転調整及び既設機器等の撤去まで

を行うものとし本工事で施工する工事概要は以下に示すとおりとする。詳細については、次章

以降及び設計図書に示す。 
 
（１）既設緊急遮断弁の撤去 
（２）緊急遮断弁及び緊急遮断弁制御盤の据付 
（３）機器の据付及び撤去に伴う配管及び電気工事 
（４）既設計装操作盤の改造 
（５）機器の試運転調整 

 
 
 
 
 
 



第３章  機器仕様 
 

 本工事では、以下に示す機器を製作するものとする。記載無き事項については、第１章２適用

規格及び法規等によるものとする。なお、機器の製作及び施工にあたっては、製作承認図、施工

要領書、施工図面等を提出し監督職員の承諾を得るものとする。 
  
１．緊急遮断弁仕様 
 （１）緊急遮断弁 
    形    式 ： ウェイト式（バタフライ弁） 
    口    径 ： φ３５０ｍｍ 
    面 間 寸 法 ： ４３０ｍｍ 
    最高使用圧力 ： ０．４５ＭＰａ 
    遮 断 能 力 ： ０．１５ＭＰａ 
    フランジ規格 ： ＪＷＷＡ Ｂ１３８ ２種 ７．５Ｋ ＲＦ 
    復 帰 方 式 ： 手動復帰式   
    緊急遮断時間 ： 約３０秒 
    設 置 場 所 ： 屋内  
    開 閉 方 向 ： 右回し開 
    ロック解除装置： 電磁ソレノイド方式 
    設 置 姿 勢 ： 横置 
    台    数 ： １基 

 
  （２）主要部材質 
     弁    箱 ： ＦＣＤ４５０－１０ 
     弁    体 ： ＦＣＤ４５０－１０ 
     弁    棒 ： ＳＵＳ４０３又は、ＳＵＳ４２０Ｊ２ 
      弁 箱 弁 座 ： 合成ゴム 

弁 体 弁 座 ： 硬質クロムメッキ 
 
  （３）塗装 
     内    面 ： エポキシ樹脂粉体塗装 
     外    面 ： エポキシ樹脂塗装 
 
  （４）機能及び構造 
    １）弁箱は良質のダクタイル鋳鉄を使用し、鋳巣、鋳傷等の欠陥ないもので最高使用圧

力に十分に耐えうる構造とする。 
    ２）弁体は良質のダクタイル鋳鉄を使用し、鋳巣、鋳傷等の欠陥ないもので異常なトル

クが生じた場合においても十分な強度を有すること。 
    ３）弁棒は、機械的強度及び耐摩耗製に優れ、必要なトルクを正確かつ十分に伝達でき



るステンレス鋼を使用すること。 
    ４）弁箱には成形された耐久性のある良質なゴムシートを強固に固定すること。 
    ５）緊急遮断は、制御盤から遮断指令信号を受けて、ウェイト保持機構による全開保持

ロックを解除して遮断する構造とする。 
    ６）平常時はロック機構の動きが抑えられており、遮断時には、ロック機構を解除し、

弁棒に連結したウェイトの自重により閉止すること。 
    ７）遮断速度の制御は、油圧シリンダーと絞り弁による抵抗により行い、調整可能なも

のとすること。 
    ８）遮断後の全開復帰及び遮断待機待ち位置への操作は、手動操作のハンドルで行える

こと。 
    ９）全開、全閉、中間開度検知のリミットスイッチを設けること。 
 
  （５）検査 
    １）製品の検査及び試験については、あらかじめ検査要領書を提出し、監督職員の承認

を得ること。 
    ２）検査は、次のものを行う。 
      a.外観検査及び寸法検査 
      b.開閉動作試験 
      c.水圧試験 
        弁箱耐圧試験圧力 １．７５ＭＰａ 
        弁座漏れ試験圧力 ０．４５ＭＰａ 
        許容漏れ量    ０ｃｍ３／ｍｉｎ 
 
  （６）付属品等 
     標準付属品及び施工に必要なもの一式 
 
 
２．緊急遮断弁制御盤仕様 
  （１）緊急遮断弁制御盤 
     盤 構 造 ： 屋内用 自立型 鋼板製 
     数    量 ： １面 
     板    厚 ： ２．３ｍｍ以上 
     塗 装 仕 様 ： 内面 メラニン樹脂焼付塗装（半艶） マンセル５Ｙ７/１ 

外面 メラニン樹脂焼付塗装（半艶） マンセル５Ｙ７/１ 
     感 知 方 式 ： 流量 、地震 、 流量＋地震 
     参 考 寸 法 ： Ｗ１０００ｍｍ以内×Ｄ８００ｍｍ×Ｈ１９００ｍｍ以内 
              既設計装操作盤と列盤とする。 
     盤 取 付 品 ： 配線用遮断器          １式 
              補助継電器           １式 



              切替開閉器           １式 
              操作開閉器           １式 
              押ボタン開閉器         １式 
              集合表示灯           １式 
              避雷器             １式 
              警報設定器           １式 
              弁開度指示計          １式 
              配水流量指示計         １式 
              銘板、端子台等その他必要なもの １式 
 
  （２）無停電電源装置 
     出 力 電 圧 ： ＡＣ１００ＶまたはＤＣ２４Ｖ 
     蓄 電 池 ： 小型シール鉛蓄電池 
     数 量 ： １式 
     備    考 ： 緊急遮断弁制御盤に内蔵すること。 
 
  （３）警報設定器 
     入 力 信 号 ： ＤＣ４～２０ｍＡ 
     警 報 設 定 ： 設定流量は、監督職員と協議のうえ決定する 
     設 定 範 囲 ： 入力信号のフルスケールで任意に変更できること。 
 
  （４）地震検出装置 
     検 出 方 向 ： 水平・垂直全方向 
     検 出 方 式 ： 半導体センサ方式 
     遮断設定値 ： ２００ｇａｌ  、 ２５０ｇａｌ 
     設 定 範 囲 ： ８０ｇａｌ ～ ３００ｇａｌ 
     数    量 ： １台 
     備    考 ： 緊急遮断弁制御盤に内蔵すること。 
 
  （５）外部信号 
     アナログ入力信号 ： 配水流量計 ＤＣ４～２０ｍＡ 
     状 態 出 力   ： 自動、手動、全開、全閉、中間停止、弁開度など 
     警 報 出 力   ： 地震感知、異常流量、故障など 
 
  （６）付属品等 
     標準付属品及び施工に必要なもの一式 
 
 
 



第４章 既設電気計装設備 
１．既設計装操作盤改造 
緊急遮断弁制御盤を新設するにあたり、既設計装操作盤の改造を行う。 
（１）既設計装操作盤から緊急遮断弁制御盤への電源及び配水流量信号の取り出し 
（２）既設計装操作盤内の既設緊急遮断弁に関する機器の取外し 
（３）緊急遮断弁制御盤から既設計装操作盤（テレメータ）への信号線の接続 
（４）その他必要な改造 
（５）改造に伴う図面の作成 

 
２．既設計装操作盤取付機器 
  緊急遮断弁制御盤への電源の取り出し等に必要なものを取り付ける。 
  （１）配線用遮断器 ５０ＡＦ ２Ｐ １個 
  （２）その他必要なもの        １式 
 
３．既設計装操作盤内撤去品 
  既設計装操作盤内から既設緊急遮断弁に関するものを撤去する。 
  （１）配線用遮断器       ３個 
  （２）電磁開閉器        １個 
  （３）弁開度指示計       １個 
  （４）操作スイッチ（捻回）   ３個 
  （５）操作スイッチ（押しボタン）２個 
 （６）Ｒ/Ｉ変換器         １個 
 （７）避雷器          ２個 
 （８）表示灯          ３灯 

  （９）ケーブル及び電線管 
    １）３．５ｓｑ－２Ｃ      ５ｍ（参考） 
    ２）３．５ｓｑ－３Ｃ     ２０ｍ（参考） 
    ３）  ２ｓｑ－２Ｃ     ２０ｍ（参考） 

４）  ２ｓｑ－４Ｃ      ５ｍ（参考） 
    ５）  ２ｓｑ－１０Ｃ    ４０ｍ（参考） 
    ６）金属可とう電線管 φ２４  ５ｍ（参考） 
    ７）金属可とう電線管 φ３０  ５ｍ（参考） 
 
第５章 制約事項及び施工協調 
  本工事は、運用中の配水池において緊急遮断弁を更新するものであるため工事に伴う設備停

止は配水運用に支障をきたさない範囲と時間とする。 
  受注者は、既設設備の状態と運用状況を事前に調査し、十分に把握したうえで工法等の検討 

を行い、発注者の承諾を得たうえで施工すること。 

 また、別途発注の「五知ポンプ所他計装設備更新工事」において本工事と同施工場所である



国府安乗配水池の受水及び配水流量計の更新を行う。 

 配水流量計が緊急遮断弁と同一管路にあるため作業日程等を調整し施工するものとする。 

  

 

第６章 現地工事に関する一般事項 

 

 １．運搬 

   機材の運搬は、慎重に行い、必要に応じて防湿、防錆等の対策を講じ、内容物に損傷を与 

えないように取扱う。また、運搬中の路面あるいは第三者に損傷を与えた場合や屋内への搬 

入時に構造物等に損傷を与えた場合は、すべて受注者の責任において対処する。 

 

 ２．機器等据付及び撤去 

   緊急遮断弁の撤去に伴うコンクリート架台の取り壊し等を行う場合、他の既設構造物に影

響のないよう十分注意して行うこと。 

   緊急遮断弁の据付の際、既設緊急遮断弁の取付脚の撤去に伴い取り壊し等を行ったコンク

リート架台は、弁の荷重に対応したモルタルを使用し打設及び養生時間に十分注意して復旧

行うこと。 

   チャンネルベースと盤本体は、ボルトにより堅固しチェックマークを施す。列盤となる場

合は、原則列盤の前面扉を一直線に揃える。 

   アンカーボルトや固定金物は機器に対して十分強度の保てる材料・形状・数量を用いるこ

と。アンカーボルトの引抜試験及び耐震計算書等については、監督職員との協議により決定

する。また、設計図書に明記されていない事項でも機能上具備していなければならないもの

は、受注者の負担で施工をすること。 

    

３．現場管理 

  工事場所において他工事と近接して作業を行う場合は、受注者間で工程、施工ヤード、機

材搬入及び安全管理等の調整を行い、互いに協力して円滑な工事進捗を図ること。 

  受注者は、原則として平日の午前８時３０分から午後５時まで作業とする。なお、やむを

えず時間外に作業が必要な場合は、あらかじめ監督職員と協議すること。 

  受注者は、工事受注後から引き渡しまでの期間、自ら施工範囲における構造物並びに設備

の適切な管理を行うこと。 

 

 ４．養生・補修塗装等 

   受注者は、工事実施にあたり、既設設備に影響を与えないよう十分に養生する。 

   工事完了後は、速やかに養生を撤去し、後片付け、清掃を行う。 

   据付時等に損傷した箇所は、補修塗装する。 

機器の据付に伴いピット内または台座等を加工した時、また、機器を撤去した跡は、でき 

る限り周囲の状況になじむように補修する。 

 



 ５．配線 

   電線ケーブル類は、原則として環境対策型を選定する。 

   ケーブル類は、可能な限り結束し端末にケーブル札等を取付する。ラミネート又はプレー

ト等を使用して長時間の使用において文字を判別できる状態を保持できること。 

電源用・制御用及び信号用ケーブルが混在する既設電線管路においては、適正な離隔をと 
ること。ケーブル撤去後、既設電機品等のケーブル引込口はキャップ等を用いて塞ぐこと。 
電線管等の接続は、接続用コネクタ等を使用して接続する。 

 

 ６．工事用電力及び用水 

   工事及び検査に必要な電力及び用水及びこれに要する仮設材料は、受注者の負担とし、手

続き等は受注者の責任で処理すること。 

   これらが発注者の設備により確保できるときは、発注者の承諾を得た場合に限り使用でき

る。 

 

７．その他事項 
（１）現地施工期間のうち、設備の仮設運用中や試験運転中など既設設備が平常運用できない 
期間は、昼夜を問わず、迅速な現地不具合対応ができる施工体制を構築すること。 

（２）現地施工上必要な軽微な部品及び消耗品は、受注者が準備する。 
（３）受注者は、本工事施工範囲外であっても、既設設備の異常を発見した場合は、速やかに

監督職員へ報告すること。 
（４）機器等の製作、機器及び材料の選定を含み、次回以降の取付工事を考慮してレイアウト

を工夫するなど、将来において支障の少ない施工を検討すること。 
（５）電線管、水道配管等は、取替を指示したもの以外を原則として既設流用とするが、接続

する機器の形状、寸法等から既設管の取替が必要となった場合は受注者の負担で取替する

こと。 

 
第７章 試験等 
 

１．現地試験 

  受注者は、試験の実施に先立ち試験要領書を監督職員に提出することとし、試験後は速やか

に試験記録を監督職員に提出すること。 

現地試験中の不具合に際して直ちに復旧できるよう技術者を同席させること。 

  試験項目については、監督職員と協議のうえ決定する。 

  試験に必要な計器類はすべて受注者が準備し費用負担すること。 

 

２．工場立会検査 

  受注者は、工場立会検査に先立ち、社内検査を実施しその結果を社内試験成績書として事前

に監督職員へ提出すること。 

 



  工場立会検査の完了後に検査報告書、指摘事項がある場合は、その内容及び処理報告書等を

監督職員に提出すること。 

  本工事にあっては、緊急遮断弁及び緊急遮断弁制御盤の工事立会検査を行う。 

 

第８章 その他事項 

  完成図書は、Ａ４版厚表紙（黒）金文字書きとしパイプファイルにて製本することとし 

 ２部提出するものとする。 

 

 



参考資料  
 

 
国府安乗配水池緊急遮断弁更新工事の既設機器は、次のとおりです。 
 
１．緊急遮断弁 
 
形  式  ウェイト式（バタフライ弁） 

  ＭＴＢ－Ａ１５－Ｋ－ＡＥ 

口  径  φ３５０ｍｍ 

面  間  ４３０ｍｍ 

使用圧力  ０．１５ＭＰａ 

復帰方法  電動 

整  番  ８６ＮＳＴ０００１ 

工  番  ８６Ａ３５－１ 

 製 造 者  前澤工業㈱ 

 ※既設は、電動復帰式ですが新設は手動復帰式となります。 
 
２、制御盤  
 
既設緊急遮断弁は計装操作盤で操作を行っています。 

本工事では、緊急遮断弁制御盤を新設し計装操作盤に内蔵されている既設緊急遮断弁 

の操作に関する機器を撤去します。 

寸  法  Ｗ１０００×Ｄ８００×Ｈ１９５０ 

電  源  ２００Ｖ １００Ｖ ６０Ｈｚ 

製 造 者  大豊機工㈱ 

  


